
立春とは名ばかり、一年のうちで冷たさが一番厳しい時節ですが、皆様には、いかがお過ごしでし

ょうか？ 

このシーズン、インフルエンザの流行に十分注意したい季節ですが、大流行したノロウィルス等に

よる感染性胃腸炎も、免疫性がありませんから十分注意が必要です。 

さて、本校では 1 月 26 日（土曜日）、「子どもの内面の育ちに視点を当てた授業づくり」をテーマ

に研究発表会を開催しました。県内のみならず遠くは長崎などから、特別支援学校や小・中学校、支

援関係機関のみなさんが約 200名参加してくれました。 

公開授業では、小学部は「生活」やことば・かず、学級活動に、中学部は『サッカー』に、高等部は

「生活」や「セルフデザイン（自分自身のことを考える時間）」に取り組み、子どもたちの自分らしさの

発揮に、参加したみなさんからは、力強い応援が送られていました。 

今回、こんなに多くの方々が子どもの「内面」に関心を注いだのは、子どもたちの困り感、心の育

ちが、家庭や学校、社会での共通の課題になってきているためだと考えられます。 

私たちは、これまで子どもたちの自立に向けて、生活力が身につくようにいろいろな支援を行って

きました。その中で、スキルばかりを教え込むのではなく、意欲や関心を持ち生活や仕事に自分の意

思で取り組んでいく気持ち、言い換えれば子どもが、自分を人生の主人公と思える気持ちが大切だとわか

ってきました。 

子どもたちの内面に視点を当て、迷いながらも自分のために自分で選べるようにすること、決めら

れるようにすること、参加できるようにする授業づくりを追求したのです。 

このことが、今回の研究会に参加した方々が目指していることと重なったのだと思います。 

子どもたちに「できない」ことがあるなら、それは意欲と関心を持ち、選び、決めていく環境でないか

らかも知れません。生活環境・社会環境が整っていないため、子どもたちが困り感を持つことが多々ある

はずです。私たちは、学校だからこそできる「育ちの場」をつくるとともに、学校と家庭、学校と地域社

会をつないだ「育ちの場」をつくるため、保護者のみなさんとしっかり協働していきたいと思います。 

一年のまとめのこの時期にあたり、次の大きな成長のために、じっくり子どもたちの「内面の育

ち」をみていきたいと思います。       

副校長  亀 井 晴 史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○お知らせ 

・２月３日(日)は、日曜参観日です。13時 20分から 15時頃の参観時間となります。ぜひ、家族おそろいで 

ご出席ください。 

・２月 14 日～19 日まで、和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ多目的ホールで『第 10 回和歌山かがやき

展』が開催されます。本校はもちろん和歌山県内の盲・ろう・特別支援学校、小・中学校の特別支援学級

に在籍する児童生徒の作品が多数展示される予定です。機会があればぜひお立ち寄りください。（日によ

っては、展示時間が異なったり、休館日のため休みになっていたりしますので、パンフレット等で確認し

てください。） 

・テレビ和歌山の「＠あっと！テレわか」（月～金 夕方６時～）にご注目ください。スタジオの背景に本

校児童生徒の作品が展示されています。 

◎２月の予定 
１（金）体重測定(小・中)  (育)役員会          18（月）追いコン週間（高）～21日  個人懇談(高 3) 

３（日）日曜参観                     19（火）個人懇談(高 3)    

４（月）振替休業                     20（水）(育)進路部会                        

５（火）体重測定(高 F)                 21（木）追い出しコンパ（高）   (育)小学部会 

７（木）(高 2)職場見学                              25（月）音楽発表会     個人懇談(高 1,2) 

12（火）(育)保体部会 (育)進路部学習会                  26（火）学校評議員会  個人懇談(高 1,2) 

14（木）かがやき展(～19日)               27（水）卒業式全体練習        

15（金）漢字の博士試験 (育)高等部部会           28（木）お別れ遠足(小)  高 3卒業旅行                                               

17（日）同窓会ボウリング 
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